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「どうしてバプテスマを受
う

けたいのかな？」お父
とう

さんが聞
き

きました。

イ
ラ
ス
ト
／
ア
リ
ッ
サ
・
タ
レ
ン
ト

ジュウェリーン・カーター
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

 「お父
とう

さん，ぼくが 8 才
さい

になったらバ
プテスマを受

う

けてもいい？」キー
トンはたずねました。

お父
とう

さんは，一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

んでいたゲーム
から目

め

を上
あ

げました。「それは大
おお

きな選
せん

択
たく

だね。 18 才
さい

になるまで待
ま

った方
ほう

が
いいんじゃないかい？」

キートンは考
かんが

えてみました。「でも，
ぼくはもうすぐ 8 才

さい

になるんだ。 18 才
さい

なんて，先
さき

のことすぎるよ！」
少
すこ

しの間
あいだ

だまっていたお父
とう

さんが，
ゲームのピースを動

うご

かしました。「どう
してバプテスマを受

う

けたいのかな？」
「イエス様

さま

が大
だい

好
す

きだからだよ」と，
キートンは言

い

いました。「そしてイエス
様
さま

にしたがいたいんだ。」
「それはバプテスマを受

う

けるすばらし
い理

り

由
ゆう

だね 」と，お父
とう

さんは言
い

い，にっ
こりと笑

わら

いました。「それがきみの選
せん

択
たく

にしたがい，主
しゅ

のいましめを守
まも

ることを
約
やく

束
そく

します。主
しゅ

はわたしたちに，たがい
に愛

あい

し合
あ

うようにと教
おし

えられました。愛
あい

は，最
もっと

もよい生
い

き方
かた

なのです」と，お父
とう

さんは言
い

いました。
キートンはお父

とう

さんが手
て

に持
も

っている
イエス様

さま

の絵
え

を見
み

ました。
「ほかの人

ひと

を愛
あい

するとき，人
ひと

々
びと

は思
おも

いや
りを感

かん

じます。またわたしたちも幸
しあわ

せに
なり，平

へい

安
あん

を感
かん

じます。」お父
とう

さんはキー
トンをまっすぐに見

み

つめました。「今
き ょ う

日，
イエス・キリストにしたがうと約

やく

束
そく

する
きみをほこりに思

おも

っているよ。バプテス
マによって，いつも神

かみ

を愛
あい

し，人
ひと

々
びと

を愛
あい

す
ることを覚

おぼ

えていられるようにと願
ねが

って
いるよ。」

キートンはお父
とう

さんをぎゅっとだきし
めました。それからおじいちゃんの後

あと

に
ついて，小

ちい

さなフォントに入
はい

りました。
キートンは片

かた

手
て

をおじいちゃんのうで
に，もう片

かた

方
ほう

の手
て

をおじいちゃんの手
て

に
置
お

きました。おじいちゃんはバプテスマ
のいのりの言

こと

葉
ば

を言
い

いました。それか
ら，キートンを水

みず

の中
なか

にしずめました。
キートンは水

みず

から上
あ

がると，にっこり
しました。やりました！ イエス・キリス
トにしたがったのです。もうすぐ，かく
にんを受

う

けて，せいれいの賜
たま

物
もの

を受
う

けま
す。そして末

まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト教
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

になるのです。
キートンは，イエス様

さま

を覚
おぼ

え，主
しゅ

のい
ましめを守

まも

るという約
やく

束
そく

を守
まも

るのが楽
たの

し
みでした。●

バプテスマの約
やく

束
そく

だというのなら，おうえんするよ。 8 才
さい

でも18 才
さい

でもね。」
キートンはお父

とう

さんにうでを回
まわ

しまし
た。「ありがとう！」

お父
とう

さんは末
まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト
教
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

ではありません。それでも，
お父

とう

さんは時
とき

々
どき

キートンとお母
かあ

さんと
一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

っています。キートンが
せいさん会

かい

でお話
はなし

をしたり，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の
ほかの子

こ

供
ども

たちと一
いっ

緒
しょ

に歌
うた

うときは，お
父
とう

さんはいつも来
き

てくれます。
ゲームが終

お

わり，キートンは台
だい

所
どころ

のお
母
かあ

さんのところへ行
い

きました。
「お父

とう

さんが，8 才
さい

になったらバプテ
スマを受

う

けてもいいと言
い

ってくれたよ」
と，キートンは言

い

いました。
お母

かあ

さんはにっこり笑
わら

いました。「よ
かったわね！ だれにバプテスマをほど
こしてほしいか考

かんが

えたことはある？」
キートンはお皿

さら

をテーブルにならべま

した。「おじいちゃんはできると思
おも

う？」
おじいちゃんとおばあちゃんは別

べつ

の町
まち

で
伝
でん

道
どう

しています。
「聞

き

いてみましょう」と，お母
かあ

さんは言
い

いました。
夕
ゆう

食
しょく

後
ご

，キートンはお母
かあ

さんの電
でん

話
わ

を
使
つか

って，おじいちゃん，おばあちゃんとビ
デオ通

つう

話
わ

をしました。数
すう

回
かい

のよび出
だ

し音
おん

の後
あと

，二
ふた

人
り

の笑
え

顔
がお

が画
が

面
めん

にあふれました。
「おばあちゃん！ おじいちゃん！」と，

キートンは言
い

いました。「実
じつ

はね，ぼく，
今
こ

年
とし

の誕
たん

生
じょう

日
び

にバプテスマを受
う

けるん
だ。」
「すばらしいわね！」と，おばあちゃん

が言
い

いました。
「おじいちゃん，ぼくにバプテスマをほ

どこしてくれない？」と，キートンはたず
ねました。

おじいちゃんの笑
え

顔
がお

がさらに大
おお

きくな
りました。「よろこんでさせてもらうよ！」

バプテスマの日
ひ

が来
き

たとき，キートン
はじゅんび万

ばん

端
たん

でした。お母
かあ

さん，お父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に，おじいちゃんとおばあ
ちゃんが伝

でん

道
どう

している近
ちか

くの小
ちい

さな教
きょう

会
かい

堂
どう

まで車
くるま

で行
い

きました。
キートンとおじいちゃんは白

しろ

い服
ふく

を着
き

ました。二
ふた

人
り

は一
いっ

緒
しょ

にすわり，みんなで
歌
うた

を歌
うた

いました。それからお母
かあ

さんが
おいのりをしました。

次
つぎ

に，お父
とう

さんがお話
はなし

をしました。「バ
プテスマを受

う

けるとき，イエス・キリスト

キートンは，バプテスマを受
う

けることに
よって，イエス・キリストのもはんにし
たがいました！ あなたが救

すく

い主
ぬし

のもは
んにしたがう方

ほう

法
ほう

のうちの一
ひと

つは何
なん

で
すか。


